◆Xの罪責について
　　・Aに関してXはAに対して発砲し、AはXによって打たれた弾で被弾した。これが刑法二百四条の傷害罪に該当するか検討する。まず、Xが発砲しなければ、Aのふくらはぎに貫通銃創は生じなかったといえるため、条件関係が認められ、因果関係も当然認められると考えることができる。次に、Xはこの事件の際二発発砲したが、Aに当たった第一発砲は致命傷を避け足に当てて足止めを目的として発砲された。このことからXにはAに対する傷害の故意が一見認められるように思える。しかし、XはAがBとともにXに息子の車から金品を盗んだと誤認し、急迫不正の侵害があたかも起こったと思い込み、それら金品を守るつもりで発砲した。このことからXの行為は護送防衛にあたると考えられる。よって、XのAに対する行為について、事実の錯誤として故意が否定される。

　・Bに関してXは殺人罪に該当するか。
　　　　　　　Xは過失致死に該当するか。
　　　　　　　未必の故意が認められるか
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